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予防医学分野
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Shimizu Y, Arima K, Yamanashi H, Kawashiri S, Noguchi Y, Honda Y, Nakamichi S, Nagata Y, Maeda T: Association
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Association between eating speed and atherosclerosis in relation to growth differentiation factor-15 levels in older
individuals in a cross-sectional study. Sci Rep 14(1): 14692, 2024. doi: 10.1038/s41598-024-67187-3.

国試対策問題編集委員会：第118回 医師国家試験問題解説. メディックメディア :  2024.

二里哲朗,井上信一,錦戸慎平,赤澤　諭,三輪昌輝,古林正和,川上　純,阿比留教生：転写因子IRF4の免疫細胞に対す

る多面的関与による糖尿病進展制御への検討. 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

浜田航一郎,近藤英明,山田琢生,小笹宗一郎,増田真吾,赤羽目翔悟,長浦由紀,山梨啓友,中道聖子,前田隆浩：COVID-
19感染後にレストレスレッグス症候群を発症した1例. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会(Web) 15th:  2024.

山田琢生,近藤英明,浜田航一郎,小笹宗一郎,増田真吾,赤羽目翔悟,長浦由紀,山梨啓友,中道聖子,前田隆浩：2種類の

夜間異常行動を伴ったレビー小体型認知症の1例. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会(Web) 15th:  2024.

近藤英明,長浦由紀,山田琢生,小笹宗一郎,濱田航一郎,赤羽目翔悟,増田真吾,杉本尊史,山梨啓友,中道聖子,前田隆

浩：長崎大学病院における睡眠・覚醒障害外来開設6ヵ月の軌跡と展望. 日本病院総合診療医学会雑誌 20(臨増1):
242, 2024.
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

学会

中道聖子・教授 保健所運営協議会委員 長崎市

濱田航一郎,山梨啓友,山田琢生,小笹宗一郎,池田恵理子,増田真吾,赤羽目翔悟,杉本尊史,近藤英明,長浦由紀,中道聖

子,前田隆浩：持続する不明腰痛を呈した、頭蓋内硬膜下血腫を併発した腰椎特発性急性硬膜下血腫の1例. 日本

病院総合診療医学会雑誌 20(臨増1): 210, 2024.
長浦由紀,近藤英明,山田琢生,濱田航一郎,小笹宗一郎,増田真吾,赤羽目翔悟,山梨啓友,中道聖子,前田隆浩：致死性

家族性不眠症を心配して受診した慢性不眠障害患者に対して認知行動療法を実施した1例. 日本病院総合診療医

学会雑誌 20(臨増1): 194, 2024.
近藤英明,赤羽目翔悟,上原裕規,小笹宗一郎,平　篤,中道聖子,長浦由紀,濱田航一郎,前田隆浩,増田真吾,山田琢生,山
梨啓友：「先生眠れなくて・・」その時あなたはどうしていますか? 薬だけに頼らない不眠症へのアプローチ.
日本病院総合診療医学会雑誌 20(臨増2): 184-185, 2024.
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A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

中道聖子・教授 評議員 日本病院総合診療医学会

古林正和・准教授 フィジカルヘルス委員会委員 一般社団法人国立大学保健管理施設協議会

中道聖子・教授 評議員 全国大学保健管理協会

中道聖子・教授 総合診療専門医養成推進委員 長崎県

中道聖子・教授 幹事・世話人 全国大学保健管理協会九州地方部会

中道聖子・教授 ヘルシーキャンパス運営委員 全国大学保健管理協会

中道聖子・教授 規約・会則改訂委員会 委員 日本病院総合診療医学会

木下裕久・准教授 評議員 日本社会精神医学会

中道聖子・教授 長崎大学医師会理事 日本医師会

古林正和・准教授 社会保険診療報酬支払基金審査委員 長崎県

木下裕久・准教授 評議員 日本精神科診断学会

木下裕久・准教授 医療委員 長崎県精神医療審査会

古林正和・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「学生健診
を活用したメタボリックシンドローム(MetS)
の発症予知」

古林正和・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「原発性局
所多汗症の心理的症状の改善を目的としたセ
ルフマネジメント法の開発と検証」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

中道聖子・教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
大学生の睡眠・覚醒障害が心身の健康および
学業成績・進級に与える影響についての調査

中田奈々・助教
NPO法人「長崎県地域医療の研究

 支援を目的とした医師団」代表
代表

長崎大学オリジナル化合物ライブラリーを使
用した新規抗真菌薬の探索

中田奈々・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「天然化合物ライブラリーを用いた
抗真菌薬リード化合物と薬剤ターゲットの探
索」
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特 許

その他
 新聞等に掲載された活動

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

中田奈々・助教 クリプトコックス症治療薬 2023年3月17日 出願中 2023-043595

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

中道聖子・教授 「五月病」について news every. 2024年5月7日
五月病委について、注意すべ
きポイント等を説明した。

中道聖子・教授
梅毒増加 早期検査、治療を
県医師会講座 性教育の重要
性訴え

長崎新聞 2024年6月30日
梅毒の説明と流行の背景、感
染拡大予防について講演し
た。

中道聖子・教授
長崎大学 HPVワクチン接種希
望者への実施について

NHKニュース 2024年5月31日
HPV感染予防対策としての学内
HPVワクチン接種実施について
説明した。

中道聖子・教授
長崎県でも「梅毒」の感染者
が増加傾向…対策と予防を呼
びかけ

KTNニュース 2024年6月30日
梅毒の説明と流行の背景、感
染拡大予防について講演し
た。

中道聖子・教授
梅毒が増えています～梅毒か
ら健康を守るために～

週刊健康マガジン 2024年12月20日
梅毒の説明と流行状況につい
て説明した。

中道聖子・教授
梅毒が増えています～ひと事
ではない梅毒～

週刊健康マガジン 2024年12月13日
梅毒の感染拡大予防について
啓発した。
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